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はつかいち環境フェスタ2014来て、見て、感じて、エコと省エネ
　サンチェリーとその周辺で 月
日、はつかいち環境フェスタ
が開催されました。

　会場では、市民図書館の雑誌の
リサイクル市や環境問題に関わる
パネル展示、リサイクルマーケッ
トなどが並んだほか、エコカーの
展示も行われました。
　また、今回は 月に完成した大
野太陽光発電所完成記念見学バス
ツアーも開催。毎年恒例の飲料
パックとトイレットペーパーの交
換も大盛況。多くの人の賑わいを
みせ、市民の環境への関心を伺う
ことができました。

写真 ＿ 区画の出店があったリサイクルマーケット。
出店者と話をしながら、買い物を楽しむ人が多くいま
した。　写真 ＿広島環境サポーターネットワークの
牛乳パックを使った工作。作っているのは輪ゴムの反
動で飛び上がるビックリヘビ。　写真 ＿建物外にも環
境に関わる飲食ブースが設けられました。写真は、エ
コのみ焼き。普段冷蔵庫にあるような野菜を使ったお
好み焼き。　写真 ＿リサイクルプラザ講座で制作され
た草木染めや草履づくりの展示。

より一層の地域の医療拠点の発展へ
　 月 日、広島県厚生農業協同
組合連合会、広島県厚生農業協同
組合連合会廣島総合病院と廿日市
市は、地域医療拠点等整備に関す
る基本協定書を交わしました。
　今後は、取得したJA広島総合病
院に隣接する旧イオン廿日市店の
土地を利活用した地域医療などの
拠点としての一体的な整備につい
て、 者が連携して事業実施に向
けた協議を進めていくこととして
います。

握手を交わす藤本吉範（ふじもと・よしのり）病
院長（写真左）、眞野市長（写真中央）、岡田仁
志（おかだ・ひとし）代表理事理事長（写真右）

廿日市市地域医療拠点等整備に関する基本協定
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はつかいちさくら賞市の生涯学習の普及・推進に貢献
　「はつかいちさくら賞」は、市の
生涯学習の普及・推進に貢献した
人や文化・スポーツなどの分野で
優秀な成績を収めた人を表彰する
ものです。 月 日の生涯学習
フェスティバルの会場で表彰式が
ありました。

第 回つま恋カップアー
チェリー大会リカーブ部
門小・中学生男子個人優勝。

雨にも負けず、盛り上がった二日間
　１１月８日・９日、市役所、さく
らぴあ、新宮中央公園、あいプラ
ザなどを会場に生涯学習フェス
ティバル、あいプラザまつりが開
催されました。
　あいにくの小雨でしたが、「手を
つなぐ　心をつなぐ　生涯学習」
などをテーマに、各会場で体験
コーナーや飲食バザーなどさまざ
まな催しが行われました。
　訪れた人は、日頃の生涯学習の
成果や健康チェックなど、思い思
いに楽しんでいました。

生涯学習フェスティバル・あいプラザまつり

写真１＿観客を巻き込んで、「恋するフォーチュンクッ
キー」のダンスで会場を盛り上げた成人式実行委員会
の皆さん。　写真２＿市民ミュージカルの皆さんは迫力
の舞台を披露。　写真３＿華麗な技を披露した山陽女学
園ジャグリング同好会の皆さん。　写真４＿小児救命講
習に参加した川崎一生（かわさき・かずお）さん（広
島市）は、「子どもがいるのでとても勉強になりまし
た」と話してくれました。 １
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34 みつなが・れい　　　光永　嶺さん
おくた・やすお　　　奥田　康夫さん

市美術協会会長を 年間
務め、芸術・美術界で多
大な活躍をされ、地域文
化に貢献。にしむら・やすのり　　西村　保宣さん
一時途絶えた廿日市のけ
ん玉づくりの復活に貢献
し、けん玉製造技術の伝
承と普及に尽力。
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ASTCアジアトライアスロン選手権開催決定トライアスロン国際大会廿日市で開催決定
　トライアスロン、リオ五輪大陸
別選考会（ 年アジア選手権）
開催地が廿日市市に決定しました。
　開催決定を日本トライアスロン
連合（JTU）が 月 日に発表。
この大会は 年に開催されるリ
オデジャネイロ夏季五輪の代表選
考を兼ね、アジアの国々からトッ
プ選手を含む約 人の選手が廿
日市に集まります。同大会は
年 月 日から 月 日までの
日間を予定しています。

１１月７日の会見で眞野市長は「市民に大きな夢
と感動を与えることができる大会になるよう万
全の準備をしていきます」とあいさつしました。

影絵の楽しさを知ってほしい劇団かかし座の山下義文さん、凱旋公演
　 月 日、さいき文化ホールで
劇団かかし座による影絵劇「魔法
使いのおとぎばなし」の公演があ
りました。
　プロの影絵劇団のかかし座。影
絵とミュージカルを融合した舞台
で観客を魅了しました。
　市内で初めてのかかし座の一般
公演。玖島出身での営業部長を務
める 山  下  義  文 さんは、「地元に影絵

やま した よし ふみ

の文化が広がるきっかけになれば」
と話してくれました。

一般公開に先駆けて、佐伯地域の小学校、保育
園を対象に行われた公演では、「すごーい」「き
れい」などの歓声がホールに響きました。

連続公開講座「地域学セミナー」３年間の総括
　１１月９日、まちの資源や特性を
学ぶ「地域学セミナー」が開催さ
れました。
　講師に広島工業大学名誉教授の
 森  保  洋  之 さんを迎え、歴史・文
もり やす ひろ し

化・観光などの観点から考えるこ
れからのまちづくりについてお話
を伺いました。３年間行われたセ
ミナーは今回で終了。講座の最後
に講師の森保さんと大島分権政策
部長が対談し、３年間の総括を行
いました。

３年間の総括を行う森保さん（写真手前）。１２回
に渡り開催。近隣大学や地域住民と連携し、１
回約４０人の参加がありました。

第 回地域学セミナー

写真１＿なすレーヌを作る生徒とJA佐伯中央女性部の
皆さん　写真２＿佐伯おお長ナス　写真３＿完成した
なすレーヌ。　写真４＿この日調理に参加した吉川莉央
（よしかわ・りお）さん（佐伯高校１年）。

佐伯高校生徒考案「なすレーヌ」佐伯の新しいスイーツ誕生「なすレーヌ」
　佐伯高校生徒が地元特産「佐伯
おお長ナス」を使ったマドレーヌ、
「なすレーヌ」を考案しました。
　食事のメニューではなく、気軽
に食べることのできるスイーツと
して生徒自らが考え、柔らかく甘
味のある焼きナスの食感を生かし
たマドレーヌを製作。 月に行わ
れたさいき水まつりでは、試食会
を行い、よりおいしく食べられる
よう改良を加えてきました。その
中でも生地の作り方やナスの分量
に試行錯誤したとのこと。
　 月 日には、ちゅーピーパー
クで行われた「第 回JAフェス
ティバルinおおの」に試食コー
ナーを出店。試食用にラッピング
したなすレーヌを生徒自ら来場者
に手渡しました。この準備のため
月 日には生徒とJA佐伯中央女

性部が協力し、夜までかけて 個
を焼きあげました。　

地域の教養と元気を届けて700回目
　高齢者から子育て世代、地域の
子どもまで幅広い世代が集まる縁
側サロン。その活動が 回目を迎
えました。同サロンは平成 年か
ら活動を始め、現在では週に 度、
暮らしに役立つ講座など開催して
います。
　代表の 生  川  加  代  子 さんは「これ

いく かわ か よ こ

まで続けられたのもサロンに関わ
る人たちの支えがあってこそ。今
後も地域の憩いの場所であり続け
たいです」と話してくれました。

回を記念した集い。サロンに関わる約 人
が集まり賑わいました。写真は、この日集まっ
た人と歌を歌う生川さん（左から 番目）。

縁側サロン 回
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